
導入予定日： 2016/2/21～

1店舗あたりの

予測設置台数：

推奨設置台数：

着席動機：過去機の初動は上々も…

G value：1000円／約30Ｇ

遊技者リスク：天井恩恵はほぼ無し

日付 機種名 販売予測台数

2/7 10,000台

10,000台

15,000台

新奇性：特に無し

2/11 15,000台

 　総合評価　　　　　　　　　初週 予測 OUT
21565

　機種名： マジカルハロウィン５ （KPE）

１～3台

バラエティ

マジカルハロウィン５

メーカー発の仕様説明では、A-ARTの仕様から、2011年のマ
ジハロ２と当機との比較で訴求しているわけだが、遊技者感覚
から言えば、やはり比較は直近のマジハロ４となるわけで、そう
いった意味合いでは出玉感覚では大きく劣ることになる。しかし
ながら、５型式という市場投入履歴から、固有のファンは醸成
できているコンテンツでもあり、一概に無視というわけにもいかな
いところ。

設置リスク：新機種枯渇時期だけにリスクは低い

離反要因：直近の前作MH4との単純比較から、やはり、MY、
スピード感で見劣る点

まつりば

緋弾のアリア ゲームフロー：5号機初頭には一般的な安心できる遊技フ
ロー

NINJAGAIDEN 「主基板制御でもここまで演出ガンバリました！」というの
は、あくまでも製造側・ホール側のお話で、遊技者には
まったく関係の無いということは今後も念頭に入れた上
で、BBorRB後のおまけゲーム的なART（純増1枚だけに
ある意味RT的な）を楽しむ懐かしい（安心できる）遊技フ
ローを、頭ごなしに否定しないで試打していただきたい。

「どんなに素晴らしい製品でも、遊技者が着席動機、遊技動機を持たなければ動かない」という考えの下、「人間はあらゆるバイアスの元に思考・

行動を決定する」という仮説を立て‘バイアス’を表出させ数値化。経験則や外部要因に左右されない客観的な遊技機評価指標の作成を目的とし、

諏訪理科大学統計学講師の桜井先生、㈲ノブ・石川氏を中心にプロジェクト化しました。 ※遊技機解析「Analyze」は会員限定の遊技機情報です。
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